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A1111
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

結婚に関する情報発信などを行う「結婚サポートセンター」において、「結婚支援」に特化したポータル
サイトを運用し、交流の場やセミナー等の情報を提供することで、未婚者の結婚意識を高めるととも
に、結婚を望む方や結婚支援に係る相談業務を行う市町村など関係機関を支援する。

A1112
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

大学生などを対象とした出前講座を開催し、結婚し家庭を築き、出産の素晴らしさや夫婦が協力しなが
ら子育てしていく喜びなどを伝え、自己の将来を考える意識醸成を図る。

A1121
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

「子育て世代包括支援センター」の全市町村への速やかな設置を目指すなど、妊娠期から子育て期に
わたるまでの切れ目のない支援体制の整備を進める。

A1122
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

家庭の経済状況などに関わらず、身近な地域で安心して妊娠・出産できるよう、特定不妊治療・不育症
治療や、妊娠期から健康管理や相談に適切に対応する体制整備を図り、切れ目のない支援を行う。

A1123
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

妊婦健診の円滑な実施や新生児聴覚検査体制の整備など、母子保健サービスの推進体制の整備を
進める。

A1131
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

幼児教育・保育の無償化などの国の制度を活用しながら、出産を控えた世帯や多子世帯などへの生
活支援を実施するなど、子育て世帯に対する経済的負担の軽減を図る。

A1141
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

保育所及び認定こども園の計画的な整備や地域型保育事業の実施などを進め、待機児童の解消を図
る。

A1142
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

保育士の専門性や保育の質の向上を図り、キャリアパスの明確化による職場定着を図るため保育現
場におけるリーダー的職員の育成を目的とした研修等の実施体制の整備を促進する。

A1143
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

様々な働き方や生活形態に応じた保育サービスが受けられるよう、地域における延長保育、病児・病
後時保育や預かり保育、地域型保育など多様な子育て支援サービスの提供体制の整備を支援すると
ともに、利用者に対する情報提供を行う。

A1144
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

　放課後子供教室のコーディネーターや教育活動推進員、教育活動サポーター等を対象とした研修会
の実施など、他市町村との情報交流を通して地域学校協働活動等の充実を図る。

A1145
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

仕事などで、昼間保護者のいない子どもを対象に、学校の空き教室や児童館などで放課後や週末等
に安心して生活できる居場所の確保を図る。

A1146
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

ひとり親家庭等の自立に向けて、職業訓練、起業に対する支援や就業情報の提供などの支援を行うと
ともに、保育所の優先入所や公営住宅の優先入居などを促進する。

A1151
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

市町村が子ども・子育て家庭を対象として実施する地域子ども・子育て支援事業に要する経費に対し
支援することにより、子ども・子育て支援体制の整備を図る。

A1152
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

父親の育児への積極的な参加を促進するため、総合ポータルサイトによる適切な情報提供や企業と連
携した父親の意識醸成を図る講座を開催するほか、就業環境の改善を働きかける。

A1153
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

地域の「せわずき・せわやき隊」や「どさんこ・子育て特典制度」などの子育て支援活動を幅広く展開し、
地域の子育て支援の気運を高め、子育てしやすい環境づくりを促進する。

A1154
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

子育て支援活動に意欲的に取り組んでいる団体等の表彰制度などを通じて、地域全体で子育てを応
援する活動の促進を図る。

A1155
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

子どもたちが、地域とのつながりを持ち、安心して暮らすことができるよう、学習支援や食事の提供など
を行う地域の居場所づくりを進める。

A1161
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

地域の周産期医療を担う周産期母子医療センターや小児救急を支える関係機関に運営費を助成する
ほか、医療機関や関係団体と連携しながら、助産師外来や院内助産所の開設等を促進するなど、地
域における周産期・小児医療提供体制を確保する。

A1171
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

いじめや不登校等に早期対応するため､スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーを配置
するほか、子どもや保護者から直接相談を受けて問題の解決につなげる「子ども相談支援センター」の
取組を推進する。

A1172
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

全ての子どもの現在及び将来が生まれ育った環境で左右されることがないよう、相談支援、教育の支
援、生活の支援、保護者に対する就労支援、経済的支援等、子どもの貧困対策を総合的かつ効果的
に推進する。

A1173
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

子どもの最善の利益を実現するため、児童福祉施設等を活用した家庭養育支援、里親の人材確保や
里親支援の充実、児童養護施設等のできる限り良好な家庭的環境の整備や退所児童の自立に向け
たアフターケア等を行い、家庭への養育支援から代替養育、自立支援までの社会的養育を推進する。

A1174
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

① 安心して生み育てられる
環境の整備

児童虐待の未然防止や早期対応を図るため、専門職員の確保、人材育成による児童相談所の機能強
化のほか、関係者向けの研修を通じた関係機関相互の情報共有・連携強化などにより、地域における
見守りや相談対応の充実を図る。

A1211
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

保育者と小学校教員等を対象に幼小接続をテーマとした研修の実施や、優れた実践事例の紹介、望
ましい引継ぎに係る研究を全道５地域においてモデル実施するなどして、小学校以降への円滑な接続
を促進する。

A1212
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

ビデオ会議システムを活用した遠隔研修や、オンディマンド教材を活用した研修等を実施し、保育者が
参加しやすい研修機会の確保を図る。

A1213
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

幼児教育施設のニーズに応じた園内研修を支援、促進するため、幼児教育に関する知識・経験を有す
る幼児教育相談員等を各管内に配置し、全道の助言体制の充実を図る。

A1221
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

全国学力・学習状況調査結果やチャレンジテストの活用による検証改善サイクルの確立の促進や、実
践的指導力を有する授業改善推進教員の配置などにより、本道の子どもたちの学力の向上を図る。

A1222
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

子どもたちの体力・運動能力の向上を目指し、学校における体育・保健授業の改善及び体力向上の取
組を一層推進するとともに、学校、家庭、地域が一体となった児童生徒の運動機会の充実に向けた取
組を支援する。
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A1223
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

授業や研修等へのICT技術の効果的な活用を進め、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用する
能力を子どもたちに身に付けさせるとともに遠隔授業や分かる授業づくりなどの成果普及により教育力
の向上を図る。

A1224
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

生徒が変化の激しく予測困難な時代の中でも通用する確かな学力を身に付けるため、個性を生かし多
様な人々との協働を促す、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点による授業を展
開する。

A1225
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

　多様化する国民のニーズに応じた特色ある教育に重要な役割を果たしている私学教育の振興を図る
ため、幼稚園、高等学校、専修学校など、道内私立学校の運営等に対する支援を行う。

A1231
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

地域課題の解決を通じて地域創生に資する地域住民と学校との協働のためのコンソーシアムを構築
するなど、高校を核として地域と高校が緊密に連携し、地域の特色を生かした取組を展開することで高
校の魅力化を図る。

A1241
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

北海道の自然や文化、観光産業等の教育資源を活用し「アイヌの人たちの歴史・文化等」や「北方領
土」、「観光」に係る体験などの教育活動を推進する実践校等を指定し、郷土に対する愛着や誇りを育
むふるさと教育・観光教育の充実を図る。

A1251
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

障がいの重複化・多様化や、各障がいの指導上の課題に対応するための研究・研修の充実など体制
の整備を進め、一人一人の教育的ニーズに応じた専門性の高い教育を推進する。

A1252
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

卒業後の就労を促進するため労働・福祉機関と連携した職業教育の実施や現場実習先を確保する。

A1253
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

医療的ケアを必要とする児童生徒への支援を行う看護師配置や教員の育成により一人一人の教育的
ニーズに応じた体制を整備する。

A1261
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

働き方改革の着実な推進による勤務環境の整備や、教員養成大学等との連携により、教員としてふさ
わしい人材の確保に努め、専門性・実践的指導力を高める研修等の充実により教員の資質・能力の向
上を図る。

A1262
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

学校職員の在校等時間を把握するためのシステムを導入するなど、勤務時間を意識した働き方の推
進を図る。

A1263
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

② 未来を担う子どもたちの
成長を支える教育環境の充
実

民間の業務改善のノウハウを学校における働き方改革に活かすため、外部の視点で学校の業務を点
検し、校長経験者の知見を踏まえた具体的な業務改善に取り組む。

A1311
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

産学官連携による「道民カレッジ」を実施し、幅広い年代の方を対象に学びの機会を提供する。

A1312
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

各種セミナーの開催により地域で生涯学習を推進する職員の資質向上や指導者等の育成を図る。

A1313
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

市町村や関係団体、企業等が連携・協働し、保護者が家庭教育に関する悩みを他の保護者と共有す
ることができる機会の提供、公民館や図書館など社会教育施設等における活動の充実に取り組む。

A1321
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

国際社会において主体的に行動できる資質・能力を育成するため、高等学校卒業段階において英語
で少なくとも日常的なコミュニケーションができる力の育成に取り組む。

A1322
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

「北海道高校生留学・海外大学進学セミナー」、「高校生交換留学促進事業」や「青少年国際交流加速
化事業」を実施し、高校生の留学促進やグローバル人材育成を図る。

A1323
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

産学官の連携により設立した「ほっかいどう未来チャレンジ基金」を活用し、北海道に貢献する意欲の
ある若者の海外留学支援を行い、若者が世界に羽ばたく機会の拡大を図る。

A1331
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

市町村などの行政機関、企業、地域（小中学校含む）と連携した「高等学校OPENプロジェクト」のほか、
地域の基幹産業や職業について理解を深める「総合的なインターンシップ実践プロジェクト」の実施に
より、地域の課題解決に取り組む。

A1332
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

国際水準のGAP認証取得や、地域農産物の国際的な取引に関する指導方法の実践研究を行う「国際
水準GAP教育推進プロジェクト」の実施により、本道における農業教育の充実を図る。

A1333
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

高等教育機関等と連携し、包括連携協定なども活用しながら、学生の地域創生に対する意識の醸成を
図るなど、地域で活躍する人材を育成する。

A1341
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

道内で育った若者がその能力や技術を十分に活かせる雇用の場の創出や職場定着に向け、企業の
若手社員や管理者向けのセミナーなどによりミスマッチの解消や成長・人手不足分野への就労誘導の
促進を図るほか、正規雇用の拡大など、若者の就職支援を強化する。

A1342
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

ニートやフリーターをはじめとする若年無業者や、就職氷河期世代等に対し、それぞれの状況に応じた
活躍を支援していく体制づくりを進めるとともに、受け入れる企業の理解促進などに取り組む。

A1343
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

ジョブカフェにおけるカウンセリングやセミナーの実施により、就業に対する若者の理解を促進するとと
もに、若者に魅力ある職場環境づくりを促進する。

A1344
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

企業説明会やインターンシップなどを通じて、新規学卒者の道内就職の促進を図る。

A1351
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

あらゆる広報媒体を活用した男女平等参画の啓発や男女平等教育の推進などにより、性別役割分担
意識に対する道民の意識変革、機運醸成に取り組む。

A1352
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

管理職等への登用など企業の取組をはじめ、地域で活躍する女性の「見える化」を図るとともに、女性
の活躍を応援するネットワークの構築を一層推進する。

A1353
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

女性の多様な選択の中で生じる子育てや介護、起業、就業といった幅広い課題に対応する一元的な
相談対応の仕組みづくりを進める。
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A1354
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

マザーズ・キャリアカフェの運営により、子育てをしながら働きたい女性等の就業支援に取り組む。

A1355
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

結婚・育児等により退職した後、再び職場復帰を希望する女性に対し、セミナーや合同企業説明会等
の実施や職場環境の整備などにより、復職を支援する。

A1356
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

「北海道働き方改革推進企業認定制度」を通じて、女性の管理職登用や男女の育児休業取得など企
業の自発的取組を促進することにより、女性が活躍できる職場環境づくりに取り組む。

A1361
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

女性、高齢者や障がいのある方々が働きやすい雇用・就業の機会確保や、自分の希望するスタイルに
合った柔軟な働き方が可能となるよう環境整備、多様なスキル、経験の活用などを進める。

A1362
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

明確な就労意思を持っていない女性・高齢者・障がい者などの潜在的人材の新規就業を促進し、地域
の人材確保を図る。

A1363
１ 一人ひとりの希望がかない、誰も
が活躍できる社会

③ 若者、女性、高齢者、障
がい者など多様な人材の活
躍

障がいのある方々の地域での自立を促進するため、農福連携や水福連携など福祉と地場産業との連
携による障がいのある方の新たな就労の場の確保や工賃向上などに取り組む。

A2111
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

① 将来を見据えたまちづく
り

人口減少や高齢化が全国を上回るスピードで進行する中、全道的な課題である集落対策について、市
町村や集落住民など地域の主体性に基づく取組の促進を図る。

A2112
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

① 将来を見据えたまちづく
り

中山間地域や過疎地域に住む方々においても日々の生活を不安なく送ることができるよう、市町村や
企業、NPOとの連携のもと、買い物や通院、見守りを支援する仕組みづくりを進める。

A2113
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

① 将来を見据えたまちづく
り

高齢化の進行や人口減少、大型店の撤退や小売店の閉店による不足業種が増加する中、誰もが利用
しやすい買い物環境を整備し、地域で必要な買い物ができる商業機能の確保を図る。

A2114
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

① 将来を見据えたまちづく
り

「コンパクトなまちづくり」「低炭素化・資源循環」「生活を支える取組」を一体的に展開し、誰もが安心し
て心豊かに住み続けられるまち・地域「北の住まいるタウン」を推進する。

A2121
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

① 将来を見据えたまちづく
り

子どもや障がいのある方、高齢者など多様な主体が交流し、住み慣れた地域で互いに支え合う「共生
型地域福祉拠点」での取組の充実など、共生型の地域づくりを推進する。

A2122
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

① 将来を見据えたまちづく
り

生活困窮者が抱える多様かつ複合的な課題に対応するため、世帯状況や心身の状態に応じた総合的
な相談支援や就労・生活支援の取組を、市町村や関係団体と連携して推進する。

A2123
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

① 将来を見据えたまちづく
り

高齢者が住み慣れた地域で生きがいをもって暮らし、活躍できるよう、生涯学習の充実や文化・スポー
ツ活動を通じた健康づくりの促進、社会活動に対する支援などの取組を推進する。

A2124
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

① 将来を見据えたまちづく
り

高齢者の社会参加を促進するため、地域づくりの意義等の共有や生活支援の担い手など多様な社会
活動に関するセミナーを開催するほか、デマンド交通等移動手段の確保や福祉のまちづくりの推進な
どの環境整備を推進する。

A2125
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

① 将来を見据えたまちづく
り

市町村による全世代・全員活躍型「生涯活躍のまち」づくりの取組と連携し、誰もが居場所と役割を持
ち活躍できるコミュニティづくりを支援する。

A2211
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

地域に必要な医療を確保するため、全道21構想区域に設置する地域医療構想調整会議における議論
の活性化を図るほか、地域医療介護総合確保基金を活用した支援などを実施し、地域医療構想の実
現に向けた取組を進める。

A2212
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

「地域医療構想」を実現するため、ICTを活用した医療機関間で患者情報を共有する医療情報連携ネッ
トワークの構築に必要な設備整備等や遠隔医療システム導入の支援を行う。

A2213
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

地域の周産期医療の維持に向けて、道内３医育大学との連携を強化し、地域分娩体制を維持する。

A2214
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

地域における出生数や小児人口の回復に向け、母子保健サービスや周産期医療、小児医療等の提供
体制の整備を進める。

A2215
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

へき地の住民が地域では完結できない高度・専門的医療を受けられるよう、北海道航空医療ネット
ワーク研究会と連携し、メディカルウイング（患者搬送固定翼機）を運航する。

A2216
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

救急医療体制を確保するため、全ての第三次医療圏で救命救急センターを維持するとともに、４機体
制によるドクターヘリの全道運航圏域を維持する。

A2217
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

道民がどこに住んでいても安心してがん診療を受けられるよう、「がん診療連携拠点病院」の整備促進
と維持を図る。

A2221
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

「将来、地域医療を担う医師」や「総合診療医」の養成のほか、地域枠医師のキャリア形成に配慮した
取組を推進する。

A2222
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

道内３医育大学や医師会と連携し、復職相談や復職研修に対する支援など、道内で働き続けられるよ
う定着支援の取組を推進する。

A2223
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

本道の地域医療に関心のある道外の医学生や医師を招へいするために情報発信をするなどして、道
外からの医師確保に取り組む。

A2224
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

地域枠医師など、地域医療を支える公的医療機関等への医師の配置を行い、地域の医師偏在解消に
取り組む。

A2225
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

ナースバンクや薬剤師バンクを活用した再就業促進や人材育成など、医療従事者確保に向けた取組
を進める。
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A2231
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

介護人材を安定的に確保するため、関係機関と連携し、介護職に対する理解促進、多様な人材の参
入促進、職員の資質向上、福祉用具や介護ロボットなどの活用、介護事業所の労働環境・処遇改善支
援等の取組を総合的に推進する。

A2232
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

特別養護老人ホームの計画的な施設整備など高齢者福祉の充実を図る。

A2233
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

高齢者が住み慣れた地域で、その有する能力に応じて自立した日常生活を営むことができるよう、医
療、介護、予防、住まい、生活支援サービスを切れ目なく提供する地域包括ケアシステムを推進する。

A2234
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

アクティブシニアをはじめとする地域住民を対象に研修会を開催するなど、多様な生活支援・介護予防
サービスの担い手を確保する。

A2235
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

障がいのある方々への差別解消の推進に向けて、道民への理解促進や市町村における相談支援体
制整備への支援を行う。

A2236
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

在宅歯科医療を必要とする高齢者等に対する口腔ケア提供体制の充実に向けて、在宅歯科医療連携
室の運営を支援する。

A2237
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

障がいのある方々への歯科保健医療サービスの充実に向けて、北海道障がい者歯科医療協力医の
養成を図る。

A2241
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

保育所、幼稚園、小・中・高校等における敷地内禁煙化の促進や禁煙に積極的に取り組んでいる企業
等の登録など、官民一体による受動喫煙防止対策を推進する。

A2242
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

がん対策を道、市町村、保健医療福祉関係者、教育関係者、事業者及びがん患者等を含む道民の適
切な役割分担の下に、一体となって推進する。

A2243
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

② 健やかに暮らせる医療・
福祉の充実

生活習慣病の予防、社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上等により、健康寿命の延伸を
目指すとともに、あらゆる世代の健やかな暮らしを支える良好な社会環境を構築することにより、地域
の実態を捉え道民の健康増進を総合的に推進する。

A2311
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

③ 地域を支える持続的な交
通ネットワークの構築

地域住民の交通手段として必要不可欠な鉄道やバス、離島航路・航空路などを維持・確保するため、
国や市町村との役割分担のもと、必要な支援措置を講ずる。

A2312
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

③ 地域を支える持続的な交
通ネットワークの構築

集落の維持・活性化に資するコミュニティバスなど地域の実情に応じた地域交通の確保のための取組
を促進する。

A2313
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

③ 地域を支える持続的な交
通ネットワークの構築

北海道交通政策総合指針に基づき、持続的なネットワークの維持・確保に向け、MaaSの展開など交通
の利便性向上や物流の効率化などを図るとともに、関係者が連携した取組を進める。

A2314
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

③ 地域を支える持続的な交
通ネットワークの構築

地域間交流や物流の効率化、救急搬送時間の短縮、大規模災害時における代替性の確保など、本道
の経済活動と道民の暮らしを支える高規格幹線道路ネットワークの整備促進を図る。

A2411
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
大規模自然災害から道民の生命・財産と社会経済システムを守るとともに、北海道の強みを活かし、国
全体の強靱化に貢献するため、国・道・市町村・民間など関係者が連携のもと関連施策に取り組み、本
道の持続的成長につなげる。

A2412
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
予防保全の考え方を導入した既存施設の長寿命化、社会情勢の変化に応じた機能適正化等を進め、
トータルコストの縮減・平準化に努めながら、道民の暮らしに必要なインフラの整備・維持を図る。

A2413
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
水道施設の整備や広域連携の促進などにより、安全で安心な水道水の安定かつ持続的な供給を目指
す。

A2414
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
首都圏等との同時被災リスクが低いといった「リスク分散の適地」としての立地優位性を活かした企業
等の誘致を通して、国全体のバックアップ機能強化に取り組む。

A2415
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
企業等の経済活動の基盤となるデータセンターなどの立地促進を図るため、北極海ケーブルプロジェ
クトの実現可能性について産学官連携で検討を進める。

A2416
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
新エネルギーの導入拡大や、エネルギーの地産地消の取組を推進し、電源構成の多様化を図るととも
に、電力の安定供給に資する分散型リソースを活用した需給連携の取組を促進する。

A2421
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
市町村や関係機関との連携を強化し、土砂災害警戒区域等の指定や津波浸水想定、各種災害に備え
たハザードマップや避難計画の策定、火山噴火への備えや暴風雪対策などを加速的に進める。

A2422
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
要介護高齢者や障がい者など災害時の避難等に支援が必要な方々に対し、迅速で円滑な支援が可
能となるよう、対象者名簿の作成と名簿を活用した地域住民の支援による避難体制の整備や安否の
確認など、「自助」「共助」の最大限発揮に向けた対策を推進する。

A2423
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
地域防災に関する実践活動のリーダーの養成や自主防災組織の結成促進など、自助、共助、公助の
適切な役割分担による地域防災力の強化に向けた取組を推進する。

A2424
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
関係機関との連携強化や民間との連携、より実践的な防災訓練の実施などにより総合的な防災体制
の充実を図る。

A2425
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
防災に対する意識の醸成・啓発や情報の共有・発信、教訓の伝承、担い手の育成など、幅広い各層に
対する防災教育の取組を推進する。

A2426
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
地震・津波や水害など大規模自然災害においてもICTを継続して利用できるよう市町村における「ICT-
BCP」の策定を支援する。

A2431
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
北海道胆振東部地震からの一日も早い復旧・復興に向け、住まい・くらしの速やかな再建、ライフライン
やインフラの本格的な復旧、地域産業の持続的な振興などを図るため、関係機関等と連携し、中長期
の視点に立った取組を推進する。
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A2441
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
道民が身近に不安を感じる犯罪や特殊詐欺事件、インターネットやSNSによる犯罪などの発生抑止に
向けた取組を推進するとともに、コミュニティ機能の向上などにより、安全・安心な地域づくりを進める。

A2442
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

④ 安全・安心な北海道づくり
児童生徒が犯罪や交通事故、自然災害等から身を守ることができるよう、危機対応能力を育成すると
ともに、家庭・地域社会と連携した取組を通じて、学校の安全確保対策に取り組む。

A2511
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

⑤ 地域を支える情報通信基
盤の整備

住み慣れた地域で安心・安全で快適な暮らしができるよう、５Gを含む携帯電話基地局や光ファイバ網
等の必要な情報通信基盤の整備を促進する。

A2521
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

⑤ 地域を支える情報通信基
盤の整備

北海道オープンデータポータルサイトにより自治体のオープンデータを促進する。

A2531
２　人口減少下においても、幸せに
暮らし続けることのできる社会

⑤ 地域を支える情報通信基
盤の整備

電子申請等未実施市町村に対して、各種会議等を活用して電子手続きの役割や重要性について説明
を行うとともに、道と希望市町村が共同して構築、運用を行っている「電子申請システム」への新たな参
画を促すなど電子申請等の導入を促進する。

A3111
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

① 魅力ある食の国内外へ
の展開

食品製造業における社会ニーズ等に対応した製品開発やワインなど道産品の高付加価値化に必要な
技術力、マーケティング力の向上を推進する。

A3112
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

① 魅力ある食の国内外へ
の展開

試験研究機関による地域の資源を活かした食品加工の研究開発・技術支援を推進するとともに、関係
機関との連携・協働による食産業の強靱化に取り組む。

A3113
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

① 魅力ある食の国内外へ
の展開

産学官金のオール北海道の連携・協働体制による食クラスター活動を推進するとともに、地域のマー
ケティング人材の育成、ワインとチーズなど食との組み合わせ、地理的表示保護制度活用による地域
産品のブランド化など、食関連産業の振興に向けた取組の全道展開を図る。

A3121
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

① 魅力ある食の国内外へ
の展開

道内食品生産者と道外食品メーカーとのマッチング等を通じて販路拡大を支援する。

A3122
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

① 魅力ある食の国内外へ
の展開

ヘルシーDo（北海道食品機能性表示制度）を活用した食関連産業とバイオ産業の連携などによる道産
農水産品高付加価値化や機能性食品等の開発・販路拡大を促進する。

A3123
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

① 魅力ある食の国内外へ
の展開

生産から流通、市場拡大、人材育成といった４つの戦略を基に、海外の商談会出展やEC市場参入な
どに取り組み、道産食品の輸出拡大を推進する。

A3124
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

① 魅力ある食の国内外へ
の展開

食品等事業者に対し、HACCPに沿った衛生管理の導入を促進し、道産食品の安全性確保と衛生的付
加価値の向上を図る。

A3211
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

多様なニーズに対応した競争力のある農畜産物の計画的かつ安定的な生産・供給体制づくりを進める
ため、規模拡大等による収益性の向上、省力化・低コスト化、新たな品種や生産技術の開発・導入、
ICTの活用、主要農作物等の種子の安定供給、耕畜連携や輪作体系の確立、国際水準GAP（農業生
産工程管理）の取得を推進する。

A3221
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

地域での連携促進を図るネットワークづくりや農林漁業者等からの個別相談への対応、必要な加工・
販売施設の整備等を支援するなど、農林漁業者が主体となって商工業者などと連携しながら進める６
次産業化の取組を推進する。

A3222
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

商流・物流網や輸出支援体制の整備、重点品目や重点国を対象とした市場開拓、輸出先国のニーズ
に対応する生産を行う産地を育成するなど、関係団体等と連携して農畜産物等の輸出拡大を図る。

A3231
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

地域農業を支える経営体の維持・発展のため、法人化の促進や新規参入、家族経営を含めた円滑な
事業継承、国内外の企業が持つ人材・資本・ノウハウの地域への導入等を支援する。

A3232
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

農業生産の現場における労働力を確保するため、労働環境の改善、農福連携をはじめとした他地域・
他分野との連携や求人求職のマッチング支援等による多様な人材の農業参画、外国人材の適正かつ
円滑な受入れに向けた環境整備等に取り組む。

A3233
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

安全・安心な食料を持続的に供給するため、農業経営の安定と所得の確保、生産・流通システムの整
備や中心経営体等への農業用機械等の導入を支援する。

A3241
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

農地や農業用施設などの農業生産基盤の計画的な整備を進め、農地の大区画化や汎用化・畑地化な
どにより省力化や高付加価値化を促進し、農業競争力の強化を図る。

A3242
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

技術発展の著しいICTやロボット、AIなど先進技術を活用し、農作業の省力化や効率化による生産性と
所得の向上を目指すスマート農業を積極的に推進する。

A3251
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

地域活動への支援や特色ある地域資源の利活用により、農業・農村の持つ多面的機能の発揮を促進
し、魅力ある農村づくりを進める。

A3261
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

食育をめぐる課題や情勢変化を踏まえ、様々な関係者と役割を分担しながら、食育の取組を効果的に
推進する。

A3271
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

道のエゾシカ肉処理施設認証制度の認証施設で生産された、安全・安心なエゾシカ肉のブランディン
グを強化し、地域産業として、高品質な道産ジビエの流通拡大を図る。

A3281
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

住民生活を脅かすヒグマの市街地への出没や農林業被害を起こす野生鳥獣に対し、ICT技術やドロー
ンを活用した対策を実証し、地域への普及を図る。

A3291
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

森林資源の適切な管理を図るため、森林計画制度や森林経営管理制度の適切な運用、森林環境譲
与税を活用した市町村による森林整備の促進などに取り組む。

A3292
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

地域の基幹産業である林業・木材産業の成長産業化に向けて、伐採後の着実な植林により人工林資
源の齢級構成の平準化を進めるほか、低コストによる保育・間伐や路網の開設・改良など森林の整備
に計画的に取り組む。

A3293
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

林業の省力化や生産性の向上に向けて、優良種苗の供給力向上、造林・保育の機械化、ICT技術を活
用した森林資源の管理や木材供給などを推進する、北海道林業イノベーションに取り組む。
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A3294
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

トドマツなどの道産木材の新たな需要の創出に向けて、CLTなどの新たな部材を用いた建築方法の普
及により、民間と連携し、都市部などにおいて中高層や低層非住宅建築物での木材利用に取り組む。

A3295
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

道産木材の一層の利用拡大を図るため、道産木材・木材製品を表す新たなプロモーションツール
「HOKKAIDO　WOOD」を使用し、道内はもとより道外・海外へ向けて、オール北海道での販路拡大に取
り組む。

A32A1
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

木育マイスターをはじめ、企業やNPO、国や教育関係機関など多様な主体との連携により、木育を幅
広い年代の人々が意欲を持って取り組める息の長い道民運動として展開する。

A32B1
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

道産水産物・水産加工品の輸出拡大を図るため、生産者団体への支援や販路拡大へ向けたPRを行う
ほか、国際的に認知されている水産エコラベルの認証取得を推進する。

A32B2
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

　輸出先国の規制等を踏まえ、生産海域でのモニタリングの実施や水産加工場のHACCP認定取得促
進の取組を進める。

A32B3
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

漁獲が増加傾向にある魚種について、付加価値向上や販路拡大など、資源の有効活用を進める。

A32B4
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

衛生管理対策を強化するため、漁港における屋根付き岸壁や清浄海水導入施設等の整備を推進す
る。

A32C1
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

種苗生産の安定化やコスト削減、放流効果の向上の取組、新たな魚種の増養殖技術の開発など、地
域のニーズを踏まえ、海域特性に応じた効率的・効果的な栽培漁業の取組を進める。

A32C2
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

水産生物の生活史に配慮した漁場整備を展開し、海域全体の生産力の向上を図る。

A32C3
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

主要魚種である秋サケやホタテガイ、コンブの生産回復と安定化を進め、生産力の向上を図る。

A32D1
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

厳しい経営環境に置かれている日本海漁業の振興に向け、漁場の有効利用による生産規模の拡大や
水産物の付加価値向上の取組を推進する。

A32D2
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

トドなどの海獣や有害生物による漁業被害の低減を図るため、駆除の実施や強化網の開発・導入、ザ
ラボヤなどの発生に関する情報の提供や適正処理の促進など、有害生物による被害防止対策を推進
する。

A32D3
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

② 農林水産業の持続的成
長

安定した漁業生産を確保するため、ICT技術等を活用した資源管理の高度化や増養殖の技術開発、生
産の効率化等を推進する。

A3311
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

観光消費の拡大等によって地域経済の活性化を図り、地域産業を支える多様な関係者が観光地域づ
くりを進めていくため、日本版DMOをはじめとする地域での推進体制づくり等を支援する。

A3312
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

交流人口の拡大による観光消費の増加と地域経済の活性化を図るため自然、食、温泉といった北海
道の持つ優位性や地域の特性を活用して満足度の高い観光地づくりを進める。

A3313
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

観光客の滞在日数やリピーターの増加のため、長期滞在型の観光地づくりをはじめ、サイクルツーリズ
ムやアドベンチャートラベルの推進、将来のリピーター化が期待される教育旅行の受入に適した観光
地づくり等を進める。

A3314
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

道内各地域の観光資源の発掘・磨き上げにより、地域ならではの魅力を高めるほか、地域連携による
広域観光の促進や、道内７空港の一括民間委託を活用した航空路線や新幹線等によるアクセスの充
実・向上等の取組を進める。

A3321
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

道民の道内観光の活性化に向け、地域の観光資源の発掘・磨き上げによる観光メニューづくりを推進
するとともに、様々なメディアを活用し、地域の観光情報や魅力の発信を強化し、観光需要の底上げを
図る。

A3322
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

観光消費が高い道外からの誘客促進・強化のため、メディアや集客力のあるイベントなどを活用した積
極的なプロモーション等により道外からのさらなる誘客促進を図る。

A3323
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

既に来道者が多い成熟市場や今後の拡大が期待できる東南アジア諸国をはじめとする成長市場等に
対して、国・地域ごとに市場の熟度や特徴に応じたターゲットの絞り込みやそれに対応したプロモーショ
ン活動、MICE誘致の推進等を行い、新たな観光客の獲得やリピーターの確保により、外国人観光客の
増加を図る。

A3324
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

地域の魅力をきめ細やかに、かつ効果的に情報発信することにより、年間を通じた新しい旅行需要を
喚起し、閑散期の旅行需要の喚起を図る。

A3325
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

ウポポイ（民族共生象徴空間）の開設を契機として、道内外への魅力発信を継続し、インバウンドなど
国内外からの誘客促進を図る。

A3331
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

多様化する観光客のニーズに的確に対応していくため、誰もが安心して快適に旅行することができるよ
う、バリアフリー観光の推進、Wi-Fi環境の整備等の受入環境づくりや案内表示の多言語化をはじめと
した観光情報案内機能の充実、二次交通の整備等の受入体制整備を促進する。

A3332
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

③ さらなる高みを目指した
観光戦略の推進

外国人観光客の急増に対応し、観光産業を持続的に発展させていくため、関連する業界や大学などと
緊密に連携して、観光人材の育成・確保に積極的かつ長期的に取り組む。

A3411
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

AI・IoT・ロボットの導入による生産性の向上やプロダクトデザイン活用による製品の付加価値向上な
ど、ものづくり企業の技術力向上や販路拡大に向けた取組を関係機関と連携し支援する。

A3412
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

経済波及効果の高い自動車産業のさらなる集積を図るため、道内企業のQCD対応力の強化や次世代
自動車に必要な技術力の強化等による参入促進や関連企業の誘致に取り組む。

A3413
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

本道が優位性を持つ食関連分野への食品機械メーカーの参入を促進するため、省力化・効率化によ
る生産性向上に資する機械装置等の開発や、取引拡大等を支援する。
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A3421
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

航空宇宙分野の研究開発や実験が道内でより一層行われるよう、本道の実験環境の積極的なアピー
ルや関連企業の誘致等に取り組む。

A3422
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

本道におけるロケット打上げや衛星データ利用など宇宙産業を産学官が連携して幅広く支援し、道内
企業の宇宙関連分野への新規参入や新たな宇宙ビジネスの創出を促進する。

A3423
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

世界的な需要の高まりが見込まれる航空機産業への参入を促進するため、道内企業の参入機運の醸
成や技術力の強化などに取り組む。

A3431
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

道内における自動運転の試験適地の情報提供など企業に向けたPRや国への働き掛け等により、積雪
寒冷地に対応した研究開発や、実証試験の誘致に取り組み、自動運転の研究開発拠点化を図る。

A3441
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

今後、成長が期待される健康長寿産業の振興に向け、関係機関と連携しながら、企業誘致や道内もの
づくり企業の参入促進、機器開発等を推進する。

A3442
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

健康志向の高まりを背景に、健康経営に取り組む企業が増加しており、健康投資として企業が求める
ニーズも多様化していることから、新たなヘルスケアサービスの創出や普及、新規サービス事業者の
参入を促進する。

A3451
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

技術シーズの開発から事業化、実用化まで一貫した研究開発推進体制の整備を進めるとともに、食・
健康・医療などの研究成果を社会実装するため、大学と企業が連携する研究開発の支援に取り組む。

A3452
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

道内企業等の競争力強化を図るため、関係機関がオール北海道で連携し、知的財産の創造、保護及
び活用を戦略的に推進する。

A3453
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

北海道立総合研究機構や地域の産業支援機関と連携し、技術支援などによるAI、IoTなどの先端技術
の活用を通じて、付加価値の高い製品開発や生産性の向上を促進する。

A3461
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

海外需要を効果的に取り込むため、現地関係機関や企業等とのネットワークを活用しながら、道内企
業が有する寒冷地技術やサービス等によるビジネス参入や道産品の販路拡大と定着等の取組を支援
する。

A3462
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

隣接するロシア極東地域との友好を一層深めつつ、ヨーロッパロシアとの交流を加速させ、経済・文
化・医療など幅広い分野での地域間交流の深化を図る。

A3471
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

新エネルギーの導入拡大に向け、先駆的なモデルづくりや地域の取組に対する総合的な助言による
事業の掘り起こし、事業可能性調査や設計、設備導入等さまざまな段階に応じたきめ細やかな支援を
行うなど、エネルギー地産地消の促進に取り組む。

A3472
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

環境関連の製品開発や事業化、技術開発及び実証等への支援並びに道外企業との連携の推進や販
路拡大等により、道内の環境産業の振興を図る。

A3473
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

低炭素水素に係る国の実証事業等の誘導や実施により、新エネルギーの活用拡大や道内における水
素関連産業の創出を促進する。

A3474
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

次世代エネルギー資源の実用化に向けた取組や、電力の安定供給に資する分散型リソースを活用し
た需給連携の取組及び石炭の地産地消や有効活用の取組を促進する。

A3481
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

「北海道水素イノベーション推進協議会」の開催や道内各地での「水素・燃料電池普及キャラバン」の
実施などにより、水素に関する認知度や理解度の向上を図り、道内における水素社会構築に向けた取
組を促進する。

A3482
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

④ ものづくり産業をはじめ北
海道の発展をリードする産
業の振興

バイオマスなど地域資源を活用した地域循環共生圏の構築に向けた取組を推進する。

A3511
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑤ 地域経済を支える中小・
小規模企業の振興

道内の中小・小規模企業の持続的発展を図るため、関係機関と連携し、創業等の促進、事業承継の円
滑化に向けて支援体制の整備や円滑な資金供給などに取り組む。

A3512
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑤ 地域経済を支える中小・
小規模企業の振興

道内の中小・小規模企業の経営安定と生産性向上を図るため、経営指導、相談機会の提供、販路拡
大や新たな事業展開など、企業の課題に応じた取組を実施する。

A3513
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑤ 地域経済を支える中小・
小規模企業の振興

道内中小企業の競争力強化を図るため、北海道産業振興条例や、北海道中小企業新応援ファンドの
運用益を活用し、製品開発や市場開拓、人材育成等の取組を支援する。

A3521
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑤ 地域経済を支える中小・
小規模企業の振興

人口減少・高齢化の進行等により、商店街の来街者が減少するなど厳しい状況にある地域商業の活
性化や中心市街地活性化などに向け、関係機関と連携し商業振興の取組を促進する。

A3611
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑥ 道外・海外からの投資促
進

海外からの投資を促進するため、地域の受入環境整備、観光や食、IT分野等を中心とした海外プロ
モーションと投資家招へいを効果的に展開する。

A3621
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑥ 道外・海外からの投資促
進

食やエネルギー資源など、各地域の特徴ある資源や自動走行適地としての特性を活かした企業誘致
に取り組む。

A3622
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑥ 道外・海外からの投資促
進

首都圏等との同時被災リスクが低いといった「リスク分散の適地」としての本道の変わらぬ立地優位性
を活かした企業の誘致に取り組む。

A3623
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑥ 道外・海外からの投資促
進

セミナーの開催やデータセンター適地調査など本道の冷涼な気候や豊富な自然エネルギーを活用した
データセンターの誘致に取り組む。

A3631
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑥ 道外・海外からの投資促
進

首都圏等で開催するふるさと北海道応援フォーラムなどを活用し、地方創生の動きを捉えた地域の課
題解決といったビジネスシーズ、各地域の廃校などの活用に着目したサテライトオフィスや遠隔地型テ
レワーク拠点の誘致に取り組む。

A3632
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑥ 道外・海外からの投資促
進

ものづくり産業などの業界に精通している方を産業集積アドバイザーとして、道外企業の的確な設備投
資情報の取得や同行による企業訪問を通して、全道各地域への立地促進に取り組む。
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A3633
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑥ 道外・海外からの投資促
進

企業誘致を行う意向のある市町村等に対し、誘致のノウハウを共有するための研修会等を行うなど、
積極的な支援に取り組む。

A3711
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

次代の北海道農業を担う人材を育成・確保し、魅力ある農業・農村の持続的発展を図るため、地域に
おける就農の支援や道立農業大学校を活用した実践的研修、女性農業者の活躍に向けた環境整備
等に取り組む。

A3721
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

将来の森林づくりを支える担い手を確保するため、北海道らしい魅力を持った「北海道立北の森づくり
専門学院」において、地域に根ざした人材育成を行う。

A3722
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

森林づくりの担い手を幅広く確保し、定着を図るため、農林漁業が一体となった就業者確保や、技術研
修の実施、就業環境の整備などにより、森林づくりの担い手の確保・育成を行う。

A3723
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

健全な事業体による適切な森林づくりを進めるため、北海道林業事業体登録制度を活用し、生産性・
収益性が高く、高度なコンプライアンスを有するなど、マネジメント力が優れた林業事業体の育成を図
る。

A3731
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

道立漁業研修所において、漁業後継者などに対する漁業技術や資格取得などを促進する。

A3732
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

農林漁業が一体となり、道外からのU・Iターン者を含め、幅広い人材の確保に取り組む。

A3733
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

道内外への就業情報の発信や漁業者とのマッチング機会の確保、地域における受け入れ体制の整備
など、新規参入の促進に向けた取組を進める。

A3741
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

小中高生等に対し、建設産業の役割や魅力を発信し、イメージアップを図るための取組を推進するとと
もに、建設業団体等が行う担い手対策の取組を支援する。

A3751
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

ものづくり産業における人材の確保・育成を図るため、各種イベントへの出展や工場見学の実施等を
通じ、子どもや若者を中心に広く道民のものづくり産業への理解促進や魅力の発信に取り組む。

A3752
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

ヘルスケア関連産業への理解促進や就業意欲の向上に向けた取組のほか、首都圏等の商談会出展
による道内企業の技術力PRなど、事業者における技術系人材の確保や競争力強化に向けた取組を
推進する。

A3753
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

道内IT産業（コンテンツ関連産業を含む）の人材確保を支援するため、市場拡大が見込まれるAI、IoT
分野に取り組む企業説明会の開催をはじめ、道内企業の連携の取組や技術を道外にPRする。

A3754
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

科学技術を支える人材の育成・確保のため、優れた研究等を行っている若手研究者の表彰や、子ども
など次世代の科学技術を担う人材の育成に取り組む。

A3761
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

MONOテク（高等技術専門学院）において、ものづくり関連など地域の産業を支える人材の育成を図
る。

A3762
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑦ 産業をけん引する人づく
り

離職者等の再就職にあたり、職業能力の開発を必要とする求職者（一般求職者、障がい者、母子家庭
の母等）について、民間教育訓練機関等の機動性を有効活用し、求職者の職業訓練受講機会の確
保・拡大により、再就職の促進を図る。

A3811
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑧ 働き方改革の推進
時間外労働の上限規制等働き方改革を推進するための労働関係制度について、中小企業の事業主
や労働者、学生などにも普及啓発を行うとともに、法令施行や最低賃金上昇に伴う中小企業への負担
を軽減するため、処遇や待遇改善に取り組む事業者等を支援する。

A3812
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑧ 働き方改革の推進
就職氷河期世代を含む非正規雇用労働者等への公正な待遇の確保や、正社員化など雇用・就業形
態の改善、多様で柔軟な働き方がしやすい環境の整備を促進する。

A3813
３　北海道の優位性・独自性を活か
して経済・産業が活性化し、いきい
きと働ける社会

⑧ 働き方改革の推進
働く方々が子育て・介護・治療と仕事の両立が可能となるような職場環境を整えるため、各種優遇制度
など企業へのインセンティブの付与などを通じ、企業の自発的な取組を促進する。

A4111
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

① 移住・定住の促進
総合的な相談窓口である「ふるさと移住定住推進センター」において「しごと」「住まい」「暮らし」の情報
を一元的に発信するなど、若年層をはじめ、あらゆる世代の移住・定住の促進を図る。

A4112
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

① 移住・定住の促進
「空き家等対策に関する取組方針」に基づき「北海道空き家情報バンク」を運営し、「移住情報ポータル
サイト」との相互リンクにより、物件情報と移住情報を効果的に提供する。

A4113
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

① 移住・定住の促進
市町村や移住推進団体等との連携を一層強化し、各地の多様な北海道暮らしのスタイルや移住支援
施策などについて情報発信し、移住・定住の取組を推進する。

A4121
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

① 移住・定住の促進
北海道ふるさと移住定住推進センター（どさんこ交流テラス）と連携したU・Iターン就職希望者の相談対
応や、Ｕ・Iターンフェアの国との共催などの取組を進め、道内へのU・Iターン就職を促進する。

A4122
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

① 移住・定住の促進
道外学生の道内就職を促進するため、道外大学就職担当者に道内企業を紹介する説明会を開催する
ほか、大学主催の就職相談会へ参加し学生に就職情報を提供するなど、大学との連携を強化する。

A4123
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

① 移住・定住の促進
東京圏からのUIJターンによる新規就業を促進するため、移住支援金を交付する市町村に対して補助
するとともに移住支援金対象法人を掲載するマッチングサイトを運営する。

A4131
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

① 移住・定住の促進
地域づくりを担う人材の育成・確保を図るため、地域おこし協力隊に係る研修会の実施や定住・定着に
向けた市町村の取組への支援を行う。

A4211
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

② 外国人材の受入拡大と
共生

外国人が本道で安心して働き、暮らすことができる環境づくりを進めるとともに、その魅力を国内外へ
多言語で情報発信する。

A4212
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

② 外国人材の受入拡大と
共生

道内企業へ外国人材の採用事例の普及や、留学生等外国人材を対象とした企業見学会、交流会を開
催し、道内企業への就職を促進する。
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A4221
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

② 外国人材の受入拡大と
共生

国の外国人受入環境整備交付金を活用して、多文化共生総合相談ワンストップセンターを整備し、生
活者としての外国人を支援する。

A4222
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

② 外国人材の受入拡大と
共生

市町村職員等に、多文化共生社会形成の必要性や「やさしい日本語」の活用等について研修会を行
い、外国人に選ばれ、働き暮らしやすい環境整備に取り組む。

A4223
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

② 外国人材の受入拡大と
共生

医療機関の意思疎通の支援や受入体制の検討の場を設け、医療従事者の負担軽減を図るとともに外
国人への医療提供体制を整備する。

A4311
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

③ 関係人口の創出・拡大
首都圏等の住民への北海道との関わりのきっかけの提供や北海道との関わりを楽しむ方とのつながり
を維持・強化するための取組を進める。

A4312
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

③ 関係人口の創出・拡大
地域で活躍する人や移住者の北海道の暮らしや仕事等の情報について、交流イベントの開催やSNS
等を通じて発信するほか、ほっかいどう応援団会議のネットワークなども活用し、関係人口の創出・拡
大を図る。

A4313
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

③ 関係人口の創出・拡大 北海道の特色を生かしたワーケーションについて、道内市町村と連携して普及・展開を図る。

A4321
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

③ 関係人口の創出・拡大
企業の競争力強化と人材確保とともに、関係人口の拡大を目指すため、兼業・副業の人材ニーズに対
応した道外からのプロフェッショナル人材誘致に取り組む。

A4331
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

③ 関係人口の創出・拡大
農村を中心とした地域ぐるみの受入体制により国内外の観光需要を取り込む農村ツーリズムを推進
し、農村地域の所得向上や交流人口の増加による活性化を図る。

A4341
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

③ 関係人口の創出・拡大
北海道の魅力を広く発信するとともに、北海道への愛着を醸成していくため、情報の受け手の視点に
立ちながら、地域に密着した情報の発信などによる戦略的な広報を展開する。

A4411
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

④ 航空ネットワークや北海
道新幹線等を活用した新た
な人の流れの創出

道内７空港運営事業者、地域、経済界と連携し、国に対する空港の機能強化の要請や航空会社に対
する路線誘致活動、利用促進、アウトバウンド需要の拡大等に取り組み、航空ネットワークの充実・強
化を図る。

A4412
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

④ 航空ネットワークや北海
道新幹線等を活用した新た
な人の流れの創出

空港運営事業者と運営する空港の所在地域との間で協定を締結するとともに連携体制を構築し、道内
７空港の一体的運営の取組を推進する。

A4413
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

④ 航空ネットワークや北海
道新幹線等を活用した新た
な人の流れの創出

空港から目的地までスムーズに移動できるよう、鉄道、バスなど各地域の多様な交通モードの連携及
び役割分担により、利便性の高い交通アクセスの整備を進める。

A4421
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

④ 航空ネットワークや北海
道新幹線等を活用した新た
な人の流れの創出

北海道新幹線新函館北斗・札幌間の早期完成に向けた取組を推進する。

A4422
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

④ 航空ネットワークや北海
道新幹線等を活用した新た
な人の流れの創出

新幹線駅から道内各所の観光地や主要都市への円滑な移動が可能となるよう、交通ネットワークの充
実に資する取組を推進する。

A4423
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

④ 航空ネットワークや北海
道新幹線等を活用した新た
な人の流れの創出

北海道新幹線を本道経済の活性化に結びつけるため、首都圏をはじめ、北関東や東北地方でのPR活
動の実施、東北地域との交流などにより誘客促進を図る。

A4511
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑤ スポーツによる地域の振
興

スポーツコミッション設立促進のため、地域会議の開催やアドバイザーの派遣等を行うことで、各地域
内での現状や課題を共有するとともに、スポーツコミッションに対する認識向上を図り、スポーツ合宿等
の誘致に向けた取組を活性化する。

A4512
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑤ スポーツによる地域の振
興

本道に拠点を置くプロスポーツチームや道内出身のアスリートと連携し、子どもを対象としたスポーツ
体験教室や地域住民向けの講習会を開催することで、地域全体でスポーツへの参加機運の醸成を図
る。

A4521
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑤ スポーツによる地域の振
興

マラソン競技等が札幌で開催される東京2020オリンピック・パラリンピックの開催に伴う波及効果を本
道の経済活性化や地域振興に結びつけるため「東京2020オリンピック札幌開催支援本部」における取
組を推進する。

A4522
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑤ スポーツによる地域の振
興

札幌市など関係自治体との連携のもと、コンパクト五輪を意識した「冬季オリンピック・パラリンピック大
会」の誘致を推進する。

A4611
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑥ 北海道独自の歴史や文
化の発信

東京2020オリンピック・パラリンピック開催やウポポイ（民族共生象徴空間）開設を契機としたアイヌ文
化の発信などに向けた取組やイランカラプテキャンペーンを推進する。

A4612
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑥ 北海道独自の歴史や文
化の発信

アイヌの伝統工芸と現代的なデザインを融合した新たなブランド商品の開発など、アイヌ伝統文化を活
用した取組を推進する。

A4613
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑥ 北海道独自の歴史や文
化の発信

縄文遺跡群の早期の世界遺産登録に向けた取組を促進するとともに、北の縄文道民会議と連携した
啓発事業を実施するなど、官民一体となった道民運動を展開する。

A4614
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑥ 北海道独自の歴史や文
化の発信

北海道開拓の村における歴史的文化資源を活用した人材の育成と観光拠点整備を行い、本道の歴史
や文化に触れる機会の充実を図る。

A4621
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑥ 北海道独自の歴史や文
化の発信

「むかわ竜」を契機に耳目を集める恐竜・化石のほか、日本海地域等の広域振興にも寄与する日本遺
産、ユネスコの世界認定を受けたジオパークなど、歴史・文化・学術的価値の高い地域資源の魅力を
活かし、地域の振興を図る。

A4622
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑥ 北海道独自の歴史や文
化の発信

道立美術館等と道内の美術館等が連携・協力し、北海道全体がアートの舞台となる「アートギャラリー
北海道」に取り組み、人々が集い、行き交う空間を創出する。

A4623
４　北海道に住みたくなる、戻りたく
なる魅力にあふれた社会

⑥ 北海道独自の歴史や文
化の発信

著名な漫画家を数多く輩出している本道の優位性を活かし、「まんが・アニメ王国ほっかいどう」を内外
に大きく発信し、マンガ文化の振興やコンテンツ関連産業の育成を図る。

A5111 ５　地域創生を支える多様な連携
① 自治体間の広域的な連
携の促進

人口減少下においても持続可能な地域づくりを進めるため、市町村と振興局により設置する「広域連携
推進検討会議」において、今後対峙する諸課題への対応として、振興局毎に広域連携を図るべき事項
を記載した「広域連携前進プラン」を策定し、プランに基づく広域連携の取組を推進する。
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A5112 ５　地域創生を支える多様な連携
① 自治体間の広域的な連
携の促進

人口減少による各種行政サービスの低下・崩壊を防ぎ、将来にわたり安心して暮らすことのできる地域
づくり「北海道型地域自律圏」の形成を推進するため、定住自立圏構想など国や道による市町村間の
広域連携制度の活用を全道で推進する。

A5113 ５　地域創生を支える多様な連携
① 自治体間の広域的な連
携の促進

国の定住自立圏の活用が困難な地域においても、Society5.0など新たな視点を踏まえながら、市町村
が広域連携により各種行政サービスを持続的に提供できるよう、道独自の広域連携の取組を進める。

A5114 ５　地域創生を支える多様な連携
① 自治体間の広域的な連
携の促進

都市と農林漁村等の各地域が、ともに発展・成長しながら持続可能な地域社会を形成していくため、道
内市町村と東京23区など道外市区町村との連携による人やモノの交流促進に向けた取組を支援す
る。

A5211 ５　地域創生を支える多様な連携
② 多様な主体との連携体制
の構築

ほっかいどう応援団会議のポータルサイトや企業向けセミナーを通じて、｢道や市町村が応援を求める
取組｣等を企業・団体、個人に広く発信することで、本道に対する応援の獲得に繋げ、官民連携の推進
を図る。

A5212 ５　地域創生を支える多様な連携
② 多様な主体との連携体制
の構築

｢ほっかいどう応援団会議｣公式SNSの活用による北海道の魅力等の発信のほか、北海道を愛する
方々へコミュニケーションの場を提供し、関係人口の拡大を図る。

A5221 ５　地域創生を支える多様な連携
② 多様な主体との連携体制
の構築

道内各地で意欲的に地域づくりにチャレンジしている方々を支援し、業種や地域を越えた重層的なネッ
トワークづくりをコーディネートすることにより、地域が抱える課題の解決や特性を活かした地域づくりを
推進する。

A5311 ５　地域創生を支える多様な連携
③ 人口減少対策に関する
札幌市との連携強化

結婚・出産後の女性の継続的な就労や復職、働き方改革の推進などにおける連携を通じ、札幌市の
出生率向上等自然減対策に連携して取り組む。

A5312 ５　地域創生を支える多様な連携
③ 人口減少対策に関する
札幌市との連携強化

首都圏に有する相互拠点での連携、UIターンの促進やインターンシップの実施における共同の取組な
どにより、道内への呼び込み、定着等社会減対策に連携して取り組む。

A5313 ５　地域創生を支える多様な連携
③ 人口減少対策に関する
札幌市との連携強化

札幌市が持つ集客力などの都市機能の道内市町村による活用や、生産から消費に至る経済活動を通
じた札幌市と道内各地域との関係強化などにより、北海道全体の魅力を高める取組を連携して進め
る。

A5314 ５　地域創生を支える多様な連携
③ 人口減少対策に関する
札幌市との連携強化

シンガポールや中国など、道と札幌市が職員を常駐させている海外拠点を活用し、道内からの輸出や
海外からの投資の拡大に向け、連携してアジアマーケットの開拓を行い、地域経済の活性化を図る。

A5321 ５　地域創生を支える多様な連携
③ 人口減少対策に関する
札幌市との連携強化

地域創生に向けた様々な取組を進める道内市町村における人材やノウハウの不足の解消に向け、札
幌市民と道内市町村とを関係人口としてつなぐ仕組みを構築する。

A5322 ５　地域創生を支える多様な連携
③ 人口減少対策に関する
札幌市との連携強化

道内市町村が企業とのマッチングを求めているプロジェクトについて、札幌市と連携しながら、在札幌
市民間企業にその情報を継続的に発信し、ニーズに応えられる企業や人材とプロジェクトのマッチング
を総合的に支援する。


